
解説

今回は、前号に引き続き新しくなった次世代診断情報について紹介します。前号は、次世代診断情報の考え方
に始まり、「飼養管理注意情報」「牛評」の使い方を紹介しました。今回はその続きになります。前号がご必要な
場合は、当団ホームページに掲載してありますので、ご参照ください。無料でダウンロードできます。

1 　次世代診断情報とは？

次世代診断情報は、授精結果診断と総合診
断の 1通りからなるもので、今回は授精結果
診断の解説の 2回目となります。
前号の復習になりますが、牛群検定では、
繁殖管理として人工授精について授精年月日
や交配種雄牛などをデータ管理し、様々な情
報を提供しています。そのうち、次世代診断
情報は報告のあったすべての授精が受胎し、
雌子牛が生まれると仮定した場合の情報提供
を行うものです。

2 　交配種雄牛情報

（1）活用法
交配種雄牛情報（図 1）とは、検定牛に人工授精し
た交配種雄牛の遺伝的傾向を示しています。表示され
ている内容は、単純に人工授精に使用した交配種雄牛
の遺伝評価値になります。ですので、図 1の154号と
193号牛のように同じ交配種雄牛であれば、同じ成績
が示されています。
種雄牛の遺伝評価値は年 2回更新されるので、ちょ
っと古い精液を使用してしまうと、その遺伝評価値は
購入したころと比較して変化していることがありま
す。そこで、次世代診断情報では常に最新の遺伝情報
を確認できるようにしています。特に輸入精液は、つ
いつい海外の遺伝評価値に目が行きがちです。海外の
遺伝評価値はそのまま日本国内の遺伝評価値として使
用することはできません。スウェーデンに本部のある
インターブルで計算された国際評価値を利用しなけれ
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ば、日本国内での遺伝能力はわかりません。次世代診
断情報では輸入成績についても最新の国際評価値を示
すことで、どういった精液を使用しているか確認でき
るようにしました。

（2）総合指数（NTP）
総合指数とは、体細胞数を考慮しながら、泌乳能力
と体型形質をバランスよく改良し、生涯生産性を高め
るための指数です。産乳成分、耐久性成分、疾病繁殖
成分の 3つからなります。それぞれ、泌乳能力、体型
（肢蹄と乳房）、体細胞数を示し、数値が高いほど高
能力となります。

（3）長命連産効果
生産寿命を延ばすための遺伝的改良にはもうひとつ
長命連産効果という指数があります。長命連産効果
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は、総合指数に比べて泌乳能力の改良量を抑え、より
生産寿命の延長に重きを置いた指数で、単位は円で表
示されています。
我が国独自の乳価基準である無脂固形分率は、国際
評価値の対象外であるため、輸入精液では計算するこ
とができません。長命連産効果の計算には無脂固形分
率が必要なため、輸入精液の長命連産効果は空欄とな
っています。図 1では171号牛、188号牛がその例にな
ります。

（4）平均情報
帳票の最下段には農家の種雄牛の利用状況を国内種
雄牛と海外種雄牛、全平均の 3通りに分けて表示され
ています。使用している精液の傾向を把握できます。
図 1の例では、交配している種雄牛の20頭のそれぞ
れの平均値を示しています。国内種雄牛と海外種雄牛
を比較すると、海外種雄牛は産乳成分が低く、耐久性
成分が高いことから、体型面を重視して海外種雄牛を
選定していることがわかります。

3 　近交係数

（1）近親交配とは
近親交配は近交退化が発生することから避けるべき

と、畜産関係者であれば誰でも承知されていると思い
ます。近交退化は近親交配の度合いが強ければ強いほ
ど、泌乳能力をはじめ発育、繁殖に大きく影響しま
す。近親交配の度合いは近交係数を計算することで把
握することができ、1922年（大正11年）にWrightによ
り提唱されたものです。図 2に示したとおり産子Xの

遺伝子が母方と父方の共通の祖先Sの遺伝子に由来す
る確率を示すものです。一般に、近交係数6.25％以上
となる産子の近交退化量（図 3）は顕著になることか
ら、図 2のような交配は避けるべきとされています。

（2）近親交配を回避するために
近親交配の回避は、当団の提供する繁殖台帳Webシ

ステムを利用することで近交回避できます。繁殖台帳
Webシステム（図 4）を活用すれば、検定牛 1頭につ
き国内種雄牛TOP40を利用した場合のすべての交配の
近交係数が計算され、示されていますので、近交係数
6.25未満の種雄牛を容易に検索出来るようになっていま
す。調整交配についても同様です。詳しくは、本紙バ
ックナンバーNo143（平成23年11月号）をご覧下さい。
当団ホームページから無料でダウンロードできます。

4 　産仔に期待される推定育種価

（1）PAとは？
PA（ペアレンツアベレージ）とは、まだ泌乳成績
のない検定牛に期待される推定育種価のことで、両親
の推定育種価（EBV）を平均することで求められま
す（図 5）。この次世代診断では、人工授精で使用し
た種雄牛（父）と授精が行われた検定牛（母）のEBV
の平均により求められる遺伝能力になります。

ポイント 1
人工授精で用いた種雄牛の産地が国内と海外で、直
感的に区別出来るようにしました。具体的には、人工
授精で用いた種雄牛が国内種雄牛の場合は、表示され
るPAが太字で表示されます。また、海外種雄牛の場
合は、表示されるPAが細字で表示されます。
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ポイント2
人工授精で用いた種雄牛が、遺伝評価値を持たない
場合は、PAが表示されません。遺伝評価値を持たな
い種雄牛とは次のような場合です。後継牛を生産する
場合は、遺伝評価値がハッキリとした種雄牛を使用し
ましょう。
・肉用牛
・調整交配
・国際評価値（インターブル）を持たない海外種雄牛

ポイント3
検定牛の遺伝評価値が改良情報に表示されていない
場合や無登録牛、未経産牛については、PAが表示さ
れません、また、人工授精で用いた種雄牛の略号報告
が判別できない場合もPAが表示されません。

ポイント4
体格審査を実施していない雌牛については、PAの
うち総合指数（NTP）と耐久性成分が表示されませ
ん。また、海外種雄牛については無脂固形分率につい
て表示されません。

（2）活用法
図 6の154号牛と193号牛は、前述のとおり同じ交配
種雄牛を使っており、交配種雄牛情報は全くの同一の
遺伝評価となります。しかし、同一の種雄牛を利用し
ても、生産される子牛の遺伝能力は全く異なる遺伝能
力を示します。例えば乳量のPAについては、154号牛
は+563kg、193号牛は+819kgと同一種雄牛であって
も253kgもの差が生じています。これは雌牛の遺伝評
価の違いによるもので、最大の改良効果を引き出すの
は、種雄牛のみならず、雌牛側の遺伝評価も良く吟味
しなければならないことを示すものです。もし、思っ
た通りの改良効果を示していないときは、次回授精の
時に交配種雄牛を選定し直して下さい。

（3）平均情報
帳票の最下段には前述の交配種雄牛情報と同様に産
子のPAの利用状況を国内種雄牛と海外種雄牛、全平
均、国内TOP40の 4 通りに分けて表示されていま
す。それぞれ期待通りのPAとなっているか確認して下
さい。
なお、頭数の欄に「交配種雄牛頭数」と「産子頭
数」の 2通りがあります。「交配種雄牛頭数」は交配
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種雄牛の遺伝評価値が示されているものについての頭
数、「産子頭数」はそのうちPAを計算することができ
た頭数となります。

①全平均
あなたの改良目標は何ですか？乳量？乳成分？ある
いは、体型的に肢蹄や乳器という方もいらっしゃるこ
とでしょう。図 6に示した全平均とは、あなたが自ら
選んだ人工授精用の精液が受胎した場合に、期待され
る次世代の後継牛の平均値になります。今から数年後
のあなたの牛群の予測ということもできます。あなた
の思い描く改良目標に合致した結果になっているかど
うかチェックしてみてください。

②国内種雄牛平均と海外種雄牛平均
国内と海外の種雄牛ごとに各形質を平均したもので
す。全平均などと比較して思ったような改良効果が得
られているか確認してください。ただし、一部の海外
種雄牛に国際評価値（インターブル）を持たないもの
があります。こういった精液は平均に含まれません。

③国内TOP40
この平均は、あなたの牛群で行われた人工授精によ
る平均ではありません。あなたの牛群において最新の
国内種雄牛総合指数TOP40をバランス良く利用した
場合に、産子に期待される平均的な遺伝能力です。
「産子頭数」の欄に16頭と表示されていますが、これ
は前述したとおりPAを計算することの出来た16頭全
頭に国内TOP40を交配させたことをシミュレーショ
ンしたことを示します。

あなたの種雄牛の選定が適切であれば、①であげた
全平均は、この国産TOP40平均を超えたものになりま
す。図 1の例では、乳量が全平均+901㎏に対して、国
産TOP40は+1,173㎏と、全平均が大きく下回っている
ようです。その原因は国内種雄牛平均+934kgに対し
て、海外種雄牛が+826kgと泌乳能力の劣るものを使用
していることに起因するようです。この農家は海外種
雄牛を泌乳能力を度外視して肢蹄と乳器の改良に偏っ
て選定しているようで、海外種雄牛の耐久性成分（肢
蹄と乳器の改良）は+449と良いものです。しかし、こ
ういったある特定の形質に偏った種雄牛の選定は牛群
全体の改良として効率の良いものとは言えません。

5 　最後に

以上、 2回にわたって、新しくなった次世代診断情
報を解説しました。次世代診断情報は人工授精の結果
ですから、次世代診断情報が良くない結果であって
も、受胎してしまえば、変更することはできません。
現在の牛群検定情報では受胎率は低下しており、50％
を切っています。ですので、小まめに次世代診断情報
をチェックすれば、改良効果の低い人工授精は 2頭中
1頭は種雄牛変更が可能となります。
しかし、人工授精を行う前に種雄牛の選択を済まし
ておいて、交雑種か、後継牛か、決めておくことが肝
要です。その一環として、繁殖台帳Webシステムを紹
介しましたが、その他にもいろいろな交配相談がある
ようなので、信頼できる交配相談を試されても良いで
しょう。
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